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あいちトリエンナーレ実行委員会における３者の役割分担
芸術監督 チーフ・キュレーター 会 長

あいちトリエンナーレの学芸業務の最高責
任者として次の業務を行う。

(1) テーマ・コンセプトの決定

(2) 企画推進体制の決定※

(3) 現代美術展に関する作家の選定等、
企画内容の決定

(4) 舞台芸術等の企画及び公演内容の決
定

(5) 普及・教育事業の企画に対する決定

(6) 広報ＰＲなど、トリエンナーレの企
画を外部に伝える仕組みに対する助言

(7) 会場管理、ボランティア、ショップ
運営など、トリエンナーレの会場運営
の仕組みに対する助言

(8) その他、トリエンナーレ全体の方向
性や展開イメージに関する助言等

芸術監督の指示に従い、次の業務を行う。

(1) 芸術監督を補佐し、トリエンナーレ
に関わる現代美術、舞台芸術及びラー
ニング等の各事業の全般的な調整

(2) (1)の調整のため、キュレーターミー
ティングを主催

(3) 作品プランや展示プランの調整など
のキュレーション業務

(4) 各種事業や記者発表を含む広報など、
学芸部門全体についての検討及び進行
管理

(5) 芸術監督、キュレーター及び実行委
員会との調整

実行委員会を代表し、会務を統括する。

参考：「あいちトリエンナーレ実行委員会規約」、「「あいちトリエンナーレ2019」芸術監督の業務内容等について」、「チーフキュレーター 業務仕様書」 （第1回検証委員会資料 参照）
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※但し、芸術監督就任時には、チーフキュレーターはすでに決まっており、美術展、パフォーミングアーツ、映像、ラーニングのキュレーターは事務局推薦によった。芸術監督が推薦

して選んだのはアドバイザー、公式デザイナー、音楽キュレーターのみで、人事権が全て芸術監督にあったとは言えない。



作家 出品依頼者 キュレーターチーム

（一部の作家）

小泉明郎

白川昌生

Chim↑Pom

（その他の作家）

大浦信行

中垣克久

金夫妻

etc

芸術監督

新井博之

岩崎貞明

岡本有佳

小倉利丸

永田浩三

不
自
由
展
実
行
委
員
会

・チーフキュレーター①

・キュレーター②

・キュレーター③

・キュレーター④

・キュレーター⑤

1. 芸術監督と不自由展実行委員会で
作品を選定。

2. 大浦氏の新作映像作品の存在は、
直前まで事務局にもキュレーター
チームにも知らされていなかった。

3. 企画段階から、キュレーターチーム
の参画はほとんどなかった。

4. 不自由展には、担当キュレーターは
あてられなかったため、専門キュレー
ターによるキュレーションはなされな
かった。

5. 芸術監督は自分で推した３人の作家
と直接準備のためのやりとりをしてい
た。

6. 不自由展実行委員会と作家の間の
取り決め連絡等は、必ずしも円滑で
はなかったと思われる。（作家等への
インタビューによる）

これまでのヒアリングでわかったこと

「表現の不自由展・その後」の作家と作品キュレーション体制

キュレーター
ミーティングで
の打ち合わせ

交渉 連絡

作品選定終了後の輸
送・展示段階になって
からやりとり開始
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【参 与】

＜役割＞

実行委員会の事業に関し、会長の相談に応じる。

・愛知県議会県民環境委員会委員長

・名古屋市会経済水道委員会委員長

・中京テレビ放送代表取締役社長

・ＣＢＣテレビ代表取締役社長

・テレビ愛知代表取締役社長

・東海テレビ放送代表取締役社長

・名古屋テレビ放送代表取締役社長

・朝日新聞社名古屋本社代表

・日本経済新聞社常務執行役員名古屋支社代表

・毎日新聞社常務執行役員中部代表

・読売新聞東京本社執行役員中部支社長

・名古屋音楽大学学長

・名古屋芸術大学学長

・名古屋造形大学学長

・愛知県小中学校長会会長

・愛知県公立高等学校長会会長

・名古屋市立小中学校長会会長

・愛知県私学協会会長

・愛知芸術文化協会顧問

・愛知県美術館館長

・愛知県芸術劇場館長

・名古屋市美術館館長

【幹事会】

＜役割＞

実行委員会の円滑な運営を図るため、運営会議の下に設置

・愛知県県民文化局文化部長

・名古屋市観光文化交流局文化歴史まちづくり部長

・名古屋商工会議所総務管理部長

・（一社）中部経済連合会企画部長

・愛知芸術文化センター管理部長

・（公財）愛知県文化振興事業団常務理事

【運営会議】

＜役割＞

意思決定機関。芸術監督選任、テーマ・コンセプト、事業計画、予算

等決定

会 長 ：愛知県知事

会長代行 ：名古屋市長

副 会 長 ：名古屋商工会議所会頭

（一社）中部経済連合会会長

委 員 ：名古屋商工会議所専務理事

（一社）中部経済連合会専務理事

中日新聞社代表取締役社長

日本放送協会名古屋放送局局長

（独行）国際交流基金理事

※ 愛知県立芸術大学学長

※ 愛知芸術文化センター総長

※ 愛知県県民文化局長

名古屋市観光文化交流局長

（公財）愛知県文化振興事業団理事長

（公財）名古屋市文化振興事業団理事長

※ 建畠 晢 （多摩美術大学学長、2010芸術監督）

※ 五十嵐太郎 （東北大学大学院教授、2013芸術監督）

※ 港 千尋 （多摩美術大学教授、2016芸術監督）

※ 加須屋明子 （京都市立芸術大学教授）

※ 中井康之 （国立国際美術館副館長）

※ 水野みか子 （名古屋市立大学教授）

※ 藤川 哲 （山口大学教授）

※ 川北眞紀子 （南山大学教授）

※ 紫牟田伸子 （紫牟田伸子事務所）

【顧 問】

＜役割＞

実行委員会の運営に関し、会長の相談に応じる。

・愛知県議会議長

・名古屋市会議長

・愛知県市長会会長

・愛知県町村会会長

【芸術部門】
芸術監督
＜役割＞
学芸業務の責任者
トリエンナーレ全体の企画を統括

・津田大介
(ジャーナリスト／メディア・アクティビスト)

企画アドバイザー
＜役割＞
企画全般に関し、芸術監督に助言

・東浩紀（作家／批評家）

キュレーター
＜役割＞
芸術監督の指揮の下に、学芸業務を担当

コンサルタント
＜役割＞
芸術監督・キュレーターに対し、助言・提言

・ホウ・ハンルゥ

【アドバイザー】

＜役割＞

トリエンナーレの展開に関し、専門的な観

点から実行委員会に助言

・伊東正伸（国際交流基金事業部長、

審議役）

【監 事】

・柘植里恵 （公認会計士・税理士）

・大野明彦 （文化行政経験者）

【有識者部会】

＜役割＞

芸術部門の企画に関し、専門的な観点から

芸術監督に助言

※の委員に適宜アドバイザーを加えて開催

・飯田志保子 ・能勢陽子

・ペドロ･レイエス ・鷲田めるろ

・杉原永純 ・相馬千秋

・大山卓也 ・会田大也

あいちトリエンナーレ実行委員会 組織図

参考：あいちトリエンナーレ実行委員会組織図（平成31年4月1日現在）

あいちトリエンナーレ実行委員会における芸術監督とトリエンナーレ推進室の位置付けが不明
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愛知県 文化芸術課 トリエンナーレ推進室 組織図

参考：2019年度 愛知県 県民文化局 文化部 文化芸術課 トリエンナーレ推進室 組織図（2019年7月16日現在）
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あいちトリエンナーレ実行委員会と県庁の重なりの問題

知 事

県民文化局長

文化部長

ﾄﾘｴﾝﾅｰﾚ

推進室長

会 長

運営会議 委員

幹事会 幹事

事 務 局 長

参 与

事務局次長

県庁(本庁)実行委員会

芸術文化ｾﾝﾀｰ長

美 術 館 長

県庁（地方機関）

利用許可

2018年11月20日
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（兼 務）

（兼 務）

（兼 務）

（兼 務）

（兼 務）

（兼 務）
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脅迫メールの受信状況（愛知県庁・トリエンナーレ実行委員会事務局）

受 信 日 時 間 受 信 状 況

８月５日（月） AM4:21～AM5:13
県庁内120所属に267メール

トリエンナーレ推進室 144メール
他119所属に 123メール

８月６日（火） AM0:55～AM0:58 県庁内６所属に６メール

８月６日（火） AM4:48～AM5:23 県庁内33所属に49メール

８月７日（水） （なし）

８月８日（木） AM3:06～AM5:03
県庁内21所属に154メール

秘書課 133メール
他20所属に 21メール

８月９日（金） AM5:47～AM6:24
県庁内33所属に294メール

トリエンナーレ推進室 262メール
他32所属に 32メール

計 延べ213所属 770メール

（注１）トリエンナーレ実行委員会事務局のメールアドレスは愛知県トリエンナーレ推進室のメールアドレス
を使用しているため、それぞれの受信数を区別できない。

（注２）所属とは、本庁各課、地方機関を意味する。
（注３）脅迫の主な内容

・県有施設やあいち県内の小中学校、高校、保育園、幼稚園にガソリンを散布して着火する。
・愛知県庁等にサリンとガソリンを撒き散らす。
・高性能な爆弾を仕掛けた。
・愛知県職員らを射殺する。

（2019.9.24現在）


